
 

 

 

令和 4年１月３1日 身延中学校保健室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

負けない！！ 

大切なことはやっぱり･･･ 

バランスの良い食事をとる 

質の良い睡眠をとる 

毎日身体を動かす 



 

 

 

 

 

          正解は･･･北里 柴三郎 氏 

 

 

北里柴三郎氏は、日本の「近代医学の父」とされています。明治時代、近代国家を目指す日本で特に感

染症の治療や予防で大きな役割を果たしました。その功績は、今の時代にも生きています。当時はまだ

感染症という概念がなく、それらの病気の原因はウイルスや細菌、伝染性を持った物質だということが、

北里氏たちの細菌学をもって初めて分かったのです。 

「人民に摂生保健の方法を教え体の大切さを知らせ、病を未然に防ぐこと」 

医学というのは、病を未然に防ぐことが大切であると、北里氏は予防医学の重要性を常に伝えてきま

した。それまで主流になっていたのは“治療医学”です。 “予防医学”と“治療医学”が車の両輪だと北里

氏は表現していますが、この両者が協力していかなければ日本の医学の発展はないそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正解は･･･感染症対策について  「結核退治絵解」1913年 

これは当時、北里氏が監修して作った結核予防の啓発の冊子です。せきや話をするときに出る「飛ま

つ」には病原体がたくさん含まれていると説明したり、食事の前には手を洗うようにと呼びかけたりして

います。今、新型コロナウイルス感染症の予防として、世界中の人々が当たり前に行ってい

ることは、実は、100年以上も前に、北里氏が人々に伝えていたことなのです。 

一生をかけて感染症と闘い、私たちに多くのものを残した、北里柴三郎氏。自らの研究目的は、『病気

を予防して、無病息災延命にして国家の幸福を増進する』と語ったそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こんな考え方していませんか? 

自分は何をやってもダメだ･･･ 

全部自分のせいだ･･･ 

きっと自分にはできない･･･ 

自分なんて何の役にも立たない･･･ 

元気のない友だちの力になりたいそんなときは･･･ 

☺声をかけてみる 

☺心配していることを伝える 

☺話を聞くときは批判や否定をしない 

☺自分の考えを押しつけない 

☺相手の気持ちに寄り添う 

☺解決が難しいときは大人の力を借りる 

問題１ 
ペスト菌の発見で知られ、2024年度から 1000円札に 

描かれる予定の人物の名前は？？ 

問題２ 

右の絵は何について

描かれている？ 

  

今、私たち人類は、未知のウイルスと闘っています。出口が見えず、本当に不安な毎日です。しか

し、一人ひとりが感染症対策を心がけ、こうして学校に来ることができているのは、一生をかけて感

染症と闘った先人たちがいたからこそ。そして、その志を引き継ぎ、人々のために新型コロナ対策の

最前線に立ち、闘ってくれている医療従事者のみなさんのおかげです。私たちにできることは、自分

自身のために、周りの大切な人のために、北里氏をはじめ、多くの先人たちが伝えた感染症予防を

徹底することです。みんなで乗り越えていきましょう！！！！ 

資料：学校法人北里研究所北里柴三郎記念室 


